
機関リポジトリってなに？

あなたの論文を世界へ！



あなたの論文を、読みたい人へ

 研究者の大半が、読みたい雑誌のすべてを購
入できていない

 外国雑誌の価格高騰

 予算がない

 個人の研究者

 買ったけど、もう捨ててしまった



論文をリポジトリに保存すれば…

 よりたくさんの人に読んでもらえる！

 全世界から読んでもらえる！
 Google, Google Scholorから検索してもらえる

 http://matimura.cocolog-nifty.com/matimulog/2006/06/huscup_f74e.html

 引用数が増える！（かも？）

 知名度が上がる！（かも？）

 地域に役立つ情報提供！

 自分の研究成果を一覧できる！

研究者の
ブログで
も！
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ところで機関リポジトリって？

 Institutional Repository

 その組織の学術生産物の保管庫

 保存するもの
 学術論文の著者原稿

 お知らせしたい診療情報

 講演情報

 授業の資料

 学位論文

 紀要論文 etc…..



著作権は大丈夫？

 国外の９０％以上の出版社は、著者による原稿
の保存・公開を認めています

リポジトリは全世界的な流れ



してもいいけど・・・

 どうすればいいの？

 雑誌に投稿した原稿データをください！

 できれば共著者の方の同意をもらってください！

 面倒なんだけど

 私たちが保存します！

 よくわからないんだけど

 個別にご説明します！



連絡先は・・・

リポジトリ担当 ○○・○○

 メール

REPXXXYYY@asahikawa-med.ac.jp

 電話

内線 xxxx


